
                                         CL-3 

 

送信日時：2007 年 09 月 03 日(月) 14 時 54 分 43 秒 

---------------------------------------- 

[公開草案] 

公開草案 

----------------------------------------- 

 ■ 名 前 ：雑賀憲司 

  

 ■コメント： 

 会社全体の売上高に対する１工事の工事契約金額の割合が概ね７～８パーセント以下であれ

ば、工事完成基準の適用を認めてくださるよう、よろしくご検討願います。 

 

（理由） 

 １．決算日に多数の外貨建工事で未予約の外貨がある場合に工事進行基準を採用すると、外貨

の変動で翌期の収益に多大な影響を及ぼす可能性があること。 

 

２．受注契約後といえども、工事完成に至るまですべての工事でコストダウンを継続して行って

いるため、１工事であっても決算日に使用した工事原価総額と翌期以降での工事原価総額

とで相当な額の差が発生する場合がほとんどであり、すべての工事を集計すると、翌期の

収益に多大な影響を及ぼすことが考えられること 

 

３．新製品受注につき、第７項（２）の工事原価総額を信頼性をもって見積ることが不可能な工

事が多発すると、工事完成基準と工事進行基準が混在することとなり、その年度の決算

数値が適正なものであるかどうか疑問であること。 

 

 ４．会社全体の売上高に対し、相対的に小規模な工  事を多数取り扱う会社の場合、工事完

成基準、工事進行基準のどちらであっても売上高／営業利益で然程差のない決算数値とな

ることが見込まれること。 

 

 ５．原価比例法を用いる場合であっても、第５５項での適切な調整が必要となると、決算期と

いう極めて短期間のうちに、社内の生産管理・見積部門に多大な業務を強いる可能性があ

ること。 全くもって稚拙な内容で恐縮ではございますが、工事進行基準の採用による工

事の進捗部分の成果の適切な計上と工事進行基準を採用することによる上記のような翌

期以降に影響を及ぼす収益変動要因の発生との衡量において、第７項の各要素を満たして

もなお、工事完成基準を適用できる余地を残すことにつきましてよろしくご検討ください

ますよう、お願い申し上げます。 


